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阿蘇山中岳第一火口付近において2014年12月１日、10日、27日、2015年１月13日にスコリア質の

火山弾と火山礫を採取し全岩化学組成を測定した。分析の結果いずれも玄武岩質安山岩の組成を示し、

今回の噴火は1970～80年代の中岳の噴火と類似したマグマの活動によると推定される。 

 

〇試料の産状 

第一火口周辺で主に京都大学火山研究センターによって採取された火山礫・火山弾計７試料を分析に

使用した(第１表)。いずれも降下火砕物として定置したものであり、特に火山弾は牛糞状で扁平な形状

を示しており、落下時に塑性変形したことを示している。 

火山弾・火山礫ともに不定形な凹凸や亀裂が発達している（第１図）。表面には火山灰粒子が付着し

ている場合や、鈍い黒色ないし暗褐色の薄い被膜がおおっている場合がある。表層部の厚さ数mm～１cm

程度は淡褐色ないし淡黄褐色のガラス光沢を呈しこまかく発泡している。中心部は黒褐色のガラス光沢

をもち、連結した大きな気泡が発達している。全体的には水よりもみかけ密度が小さい(0.3～0.4g/cm3

程度)。このような内部構造から、直径数cm程度の火山礫においてもマグマ破砕後も十分な高温を保っ

ていて遅延発泡した可能性がある。 

 

○全岩化学組成 

上記の７試料について東京大学地震研究所の蛍光X線分析装置にて測定した。主成分合計100wt%に再

計算した結果を第２表に示す。いずれもソレアイト質の玄武岩質安山岩の組成をもち、これまでに知ら

れている阿蘇火山中岳火口の近年の噴出物によく類似している（第２図）。SiO2＝約54～55wt%の狭い範

囲に集中しているが、時系列的にみるとごく僅かにSiO2量が増える方向に変化している（第２表）ので、

マグマ組成の変化を今後も注視する必要がある。 
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第１表 分析試料の採集地点・採集時刻一覧 

Table.1  Sample locality and collection time. 

 採集時刻 推定噴出時刻 産状など

2014年12月1日14:10頃 2014年11月25日～12月1日13時頃の間
厚さ5～6cmの黒色火山砂質噴出物上
部に偏在する火山弾・火山礫より採集

2014年12月10日10:30頃 2014年12月9日夕方～12月10日10:30頃の間

2014年12月27日15:15 2014年12月26日15:30以降～12月27日15:15の間

2015年1月13日10:30頃 2015年1月12日昼～1月13日10:30頃の間

長径 採集地点

Aso141201sco1(火山弾) 20cm
第一火口南西縁

Aso141201sco2(火山礫) 4cm

試料名

Aso141210sco1(火山弾) 16cm
第一火口北西縁

Aso141210sco2(火山礫) 6cm

Aso141227sco1(火山弾) 11cm 第一火口南西縁

Aso150113sco1(火山礫) 6.5cm
第一火口南西縁

Aso150113sco2(火山礫) 7cm

京大カメラ　ソーラーパネル上

Aカメラ周辺の堆積物上

Aカメラ周辺の堆積物上

 
 

 

  

第１図 代表的な分析試料の写真（左：火山弾Aso141201Sco1；右：火山礫Aso141201Sco2） 

Fig.1  Representative photographs of analyzed samples (left: Volcanic bomb, Aso141201Sco1 ; Right: Scoriaous lapilli, 

Aso141201Sco2). 

 

 

第２表 全岩化学組成分析値(主成分100％再計算) 

Table.2  Whole-rock chemical compositions (Total amount of Fe in FeO and other Oxicides is calculated to be 100%). 

 SiO2 TiO2 Al2O3 FeO* MnO MgO CaO Na2O K2O P2O5 total

Aso141201sco1 54.29 0.90 18.28 8.50 0.16 3.70 8.89 3.06 1.96 0.27 100.00
Aso141201sco2 54.43 0.92 17.48 8.98 0.17 4.01 8.70 3.02 2.02 0.28 100.00

試料名 (wt%)

Aso141210sco1 54.49 0.91 17.85 8.88 0.16 3.74 8.61 3.06 2.03 0.28 100.00
Aso141210sco2 54.64 0.86 18.40 8.32 0.15 3.51 8.73 3.09 2.02 0.27 100.00

Aso141227sco1 54.60 0.90 17.71 8.85 0.16 3.84 8.53 3.06 2.07 0.28 100.00
Aso150113sco1 54.68 0.88 18.06 8.52 0.16 3.62 8.67 3.08 2.05 0.28 100.00

Aso150113sco2 54.92 0.91 17.72 8.68 0.16 3.66 8.45 3.09 2.12 0.29 100.00  
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図２ SiO2組成変化図 

Fig.2  Representative SiO2 variation diagrams 
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